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い た 。 甘藷の 生育初期 とくに 6月下旬は表 に見 る よう

に 1年 中 で も最 も降雨 量 が 多 く，か つ 降雨 の 強度の 強

い 時期に あ 牝 る 。 し た が つ て繁茂度の少ない甘藷畑は

梅雨の 終り頃に は ほ とん ど縢 を崩きれ て平畦に 近い 状

態 に な り・苗は完全 に 露出 し て い る もの が 多い 。 ．こ の

際植付け前 の 全面耕起 は 土壌流亡 を促進するだろうと

思わ れ る 。 謂査時期が 遅れ たが 試み に 8月上旬 の甘藷

畑 の 被覆程度を観察 しだ と ころ ， こ の 時期 に 到 る もな

お 烟地 の 3割以上 （筆数）は多かれ少かれ地表面が露

出 し てい た 。 か ような状態 で 7 月下旬から8 月上旬の

旱 魃 を迎 え る か ら，著 しい 地 温 の 一ヒ昇 を 伴つ て ま す ま

す生育が 阻害され る こ とに なろ う。 したが つ て ， この

期問 と くに 強雨の 多い 6 月下旬頃まで に 地蓑面を蔽 う

こ と は ，降 雨 に よ る土 壤 の流 亡 を 防 ぐばか りで な く，

引続い て 起 る旱 魃時期の 地 温 上昇を 防 ぐ意味 で も大 切

な こ と と な ろ う。それ に は 四国，瀬戸内地帯の 傾斜地

農業で 考 え られ て い る ように ， 前作麦と甘藷 の 間に つ

な ぎ作物 と し て 飼肥料作物を取入れるこ とも有効だろ

う 。 あ るい は ま た 現 行 の 作 付 体 系 の ま ま で も甘藷の 植

付けを早め る こ とに よつ て もか な りの 効果をあげ る こ

とが で きるだ ろ う。

　　　植 付 け 遅 延 の 原 因

　で は 温暖で 苗作 b も容易なはずで あ り，植付け衛積

もC く限 られ て い る に もかかわらず，どうして こ の よ

うに 植付けが遅れ るの だろ うか 。 次 に これを検討しよ

う。

　 1， 苗床不足 ： 苗床は宅地 内ま た は畑 に地 床が 設 置

され る ， 宅地内の 場合は 日蔭 ， 畑 の場合は 乾い て い る

もの が多い 。面積は 反当 2〜 3坪が 最も多 く，6 坪以

上の もの は な い 。 当 地方が い か に温暖とは い え地床 と

して は この程度の面積 で は 余 りに 狭すぎるの で は なか

ろ うか 。 種 藷 の 坪当り伏込量 は 4 〜7貫が普通 で調査

農家の 1割余は 10貫以 上伏込ん で い ナこ 。 伏込 み 時期は

ほ とん ど 3月中で あ るが ， 保温の 設備 もな く灌水 もゆ

きと どか な い の で 4t ・ 5 月の 気温 と降雨に よ り，その

年の苗伸 び が 左右 されやすい 。

　 2 ， 品種の 問題 ： 現在普及して い る品種の 中 に は 萌

芽性が よ くない こ と，ま た黒斑病に 弱い た め に 苗床 で

臠 らせ て 苗不足を来 し てい る こ とも見逃 せ な い 。

　3 ，密植 ： 畦巾ほ1．6尺〜1．8尺が 大部分で 2．6尺 を

こ える畦 巾は見られ なか つ 把。 株間は 1．2尺 以 下 で 8
− 9寸が多い 。したが つ て反当植付け本数が多 く， 7

・− 8000本 は 普通 で 多い もの は 1万 本 を こ え でい る。

　つ ま り苗を充分準備し ない で 密植す るの で あ るか ら

稙付けが進ま ない の は 当然な こ とで あろ う。 前述 の よ

うな 低温 乾燥條件 の もとで 育苗 され ナこ葭は質が よ くな

い の で 早植の 効果を充分 あ げ得 な い と して 積極的に早

植の 意 欲 を示 さ ない 農家 もある ように 思わ れ る 。

甘藷 品種の 種藷の 萠芽部位並び に萠芽 の

　　　　分 枝 体 系 に 関 す る 研 究

甘 藷 の 繭 芽 性 に 関 す る 研 究 第 4 報

井 浦 　 徳 ・ 丸 峯 正 吉

　　　　 九 州 農 業 試 験 場

　甘藷の苗立 の 数 は 晶種 に よつ て 異 る もの で あ るが そ

れ は 如何 な る機 構 に よつ て 生ずるもの で あ るか を明 ら

か に す る霍 め藷形 や 目の 数 （萌芽は い わゆ る 目の部分

か ら発生す る ）萌芽 の 遅速，多少 な どの 特性を異に す

る品種 を 用い て試験 を行つ た。

　試 験 方強 　供試材料は 上記の 如 き特性を異 にす る12

晶種 を 用い 苗床 は湿 床 ， 冷床 に つ い て 4 月 2 擬両 区 共

1品種10個宛 ， 7寸問隔の種藷を横伏せ し ナこ。種藷は

　第 10回談 話 会 （昭 和30年 5 月11日） で 発表。

成首の 都 分 を直 径 凡 そ2cm の 所 か ら切除 し ナこ。温賑 は

電熱 温 床 に よ り 4月末まで ビ ニ ール を被覆したが 4 月

中の 床温 は 12時地下 10cm にお い て 温床 で 30°C 前後，

冷 床 で 18〜22°C あ り，そ の 後両者は 漸次接近 し， 5

月10日す ぎ に は24°Cで 略同 温 に なつ ナこ。調査 は 各個体

最長萌芽長が 30cm位 に 1申び ナこ もの を順次掘 り趨 し分

解調査を行つ tt。 萠芽 の部位と数に つ い て は縦軸 の長

さ を 5等分 し又断面 を 6等分して横位置に お い て上 中
’

下 の 3部 に 分 ち各 部分 の 萌芽目数 を調査 した 。 分枝体

系に つ い て は 全萌芽数 ，　 1 目当 り萌芽数 ， 萌芽 （主

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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茎 ） に生 ず る節位刷分枝数 ， 地
．
下 （白）茎数 （無効茎

数 ） を調査 し藤芽数は 2 皿 m 以 」ヒ， 分枝数 は 2cm 以

上 伸長 した もの を 数 え．アこ。

　成績並 びに 考繋　供試材料の 性質 の 若干は第 1表 に

示 しナこ 。 藷形 の長 きは ア ジ ヨ シ
， ナ カ ム ラサ キ，岐阜

第 1

1号 ， 花魁な どで あり丸 きは 農 1 ， 2 ， 6 ， 7号な ど

が あ る。叉種藷の 目の 数の 多い の は岐阜 1 号，農 1 ，

ナ カ ム ラ サ キ ，
ア ジ ヨ シ な どがあり少 きは農 2，6 ，

7号 な どで あ る ， 崩芽の 早 い もの は農 1 ， 2 などで お

そ い もの は ナ カ ム ラサ キ，銘魁 な どが あ る。
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につい て は 第1 表 1 乞 見る 如 く 品 種 閥に か な り の

が あり ，
それが 温床冷床で必 ずし も 傾向 一 致 し な い 点

見 られ るが全般的 に温床は冷床 に 較べ 萌芽性を 講

す る あ らゆる 要 素に おい て著しく優 つて いる こ と

わか 1 ） 　 ）甘 譖育苗 指 導 に 対 する理論 的 な 資 料を 与

るも の と 考え られる 。 まず 萌芽を 持つ 目の部 位と

に つ いては藷形や 目の数 の 品 種 間差異と の関係 に

いて 見 た のであるが藷 形の 差 に よ る薦芽 部 位 の 変

は 明ら かな 関係 は見 ら れ ず ， ま た 藷 の 日数の 多 少

弱 芽 目 数 との 間 に も 関係 は な い よ うで ある。 第 2表

示 す 如 1 全雌 的に見 て莇 芽は成首 に 近 い方 に 多 く

端に向 つ て 少 く な る が
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方
が
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@ 次 に 萌 芽数は萠芽目数の 多 少と 1 目当 り 薦芽 数 に よ

ﾂ て規
制
され る も の で あ り 更に 分枝数の 多 少 と 伸長の 良 否が 加
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度 も他 の 性質 と同様晶種に よつ て 差異が ある 。

110cm

以上伸び た主茎，分枝合せ た苗数 を以 て苗立 の良否 を

判別 し それ を 構 成す る要素 を考 え て 見 る と苗立 の 同 様

な 品種 で もそ の 構成要素は種 々 異つ て い る こ とが わ か

る 。 例 えば，

　苗立 の 良 好 な もの の 中，農 1は，萌芽 目数 はや や 多

い 方 で 1 目当 り藺芽数が多い の で全体の 萌芽数が 多 く

なり分枝数が少 い 割 に 苗立 は 良好 に見 える 。 もつ ども

冷床 で は よ ろ し くな い が， 分 枝 は下 位 節に 止 つ て い

る。節間長 く苗 の 伸長 は 甚だ良好 で あ る 。 農 2 は 目の

数は少い が萌芽日数が 割合多い の で 1 目当りの萌芽数

は 中位で あ りなが ら全体 の 萌 芽数は や や 多 い 方 で あ

る。この 品種は分枝が甚だ多い の で 全休の苗立ちが 良

好 に なつ て い る 。 分枝 は上節位まで着生す る傾向があ

る 。 農 3 は 萌芽 目数多 く1目当 りの萠芽数もや や 多い

の で 全体 の 萠芽数 は 多 く特 に 冷床に お け る 萠芽数は 多

い 。それ に 分枝 も．．や や多い の で 苗立 は良好 となつ て い

る、分枝は 上 節位まで 出 る。節間が 短い の で 苗の 伸長

は お くれ る 。

　苗立 の やや 不良なもの として ，農 7 は萌芽目数少 く，

1 目当り萠芽数は 中位 で あ るが 全体の 萠芽数は 少い ，

それ に分枝数 もや や 少い の で
一
般 に 苗立 は 不良 と なつ

て い る 。 節閥短 く苗 の 伸長はお そ い 。ナ カ ム ラ サ キ は

萠芽 目数 は中位，1 目当りの 萌芽数が少い の で 萌芽数

は 少 い 。分枝 は や や 下位節IC止 りそ の 数 も少い の で 苗

立ちはやや不良で あ る 。 節間長 はや や短 く萌芽が お そ

い の で 伸長はお くれ る 。 岐阜 1号 は 目の 数は多い が萌

芽 目数は 比較的 少 い 。 1 目 当 りの 萌芽数も少 い の で 萌

芽は や や 少い 方 で あ る 。それ に 分枝 も少 い の で苗立ち

は少い 。 節間長 は 中で 苗は丈夫 で あ り伸長 もや や良好

で あ る 。

　苗立ちが最 も不良 な 品種と し て，農 6は 萌芽目数も

1 目当 り萌芽数 も少 い の で 萠芽数 は甚だ少い c 又分枝

数 も少い 方で あ るか ら苗数は甚だ少 い 。 花魁 は 目の 数

は多い が 萌芽 目数 並 び に 1 目当 り萌芽数甚だ少 い の で

萌芽数は最 も少い 。 それ に分枝数 も少い の で 苗立ちは

最 も不良 で あ る。分枝は 下位節 より多 く出て い る c 節

間 は長 い の で 伸長は 良好で ある 。

殺草剤 の 2
，
3冬作物の発芽及び初期生長に及ぼす影響

野 田 腱 児 。 江 口 宋 馬 。熊 本 　 司

　　　　　　九 州 農 業 試 験 場

　　　　　　　 1．績　　　　　鴦

　暖地 に お け る畑作 ， とくに 麦作 に とつ て雑草除去問

題は 早期解決を要す る重 要な問題 で あろ う。 これ が 対

策として は 種 々 な方法が 考 え られ て い るが，最 近 その

一
つ として 薬剤に よ る雑蕈除去とい うこ とが ， と りあ

げられ て い る。薬罰処理 に ど もな う閥題の
一

つ と し て

は ， 殺草効果い かん と共に 作物その もの に た い す る薬

害の 多少 ， その 限界濃度が どこ に あ るか ， とい うこ と

で あ る 。筆者 らはか か る 考 えか ら1954年度の 麦他 2 ，

3の 冬 作 物 につ い て 殺草剤が 発芽並 に 初期生 育 に どの

よ うな 影響 をお よぼ すか を観察し t［の で こ こ に大要 を

報 告す
．
る次第 で あ る 。

　　　　　　　 皿．勧 料 及 び 方 法

　供試した 作物 は ， 小麦 （農林61号），穣麦 （赤神力），

え ん ど う （在来 小剥），時無だい こん ，ばれい しよ （男

爵）の 5種 で あ り， 薬剤は 口 東除草剤 A ，イ ミ ドス ル

第 10回談 話 会 （暇 和 3 年 5 月11日 ） で 発 表。

フ ォ ン 酸糲ア ン モ ン70％，ス ル フ ァ ミ ン 酸3G％ （以下

ISA と略称す），日東 除 草剤 B ，　ス ル フ ア ミ ン 酸 ア ン

モ ン 95％ （以 下AS と略称す）， 三 井化学製 MCP 　2 −一

メ チ ル
ー 4 ク 卩 ロ フ エ ノ キ シ ア セ テ ツ ク ア シ ツ ド ソ ー

ダ塩 30％，ウイ ー1
ドン ク ロ ロ Ipc　r石原」イ ン プ ロ ピ

ール N （3 ク ロ ロ フ エ ＝：
’　一一ル ） カ ーバ メ ／f ト45．8％ ，

の 4種 で あ る 。 供試濃度は AS
，
　 ISA は 反当1，000　g ，

2，0eO　9 ，4，0009 ，　 S，　OOO　9 ，
　 MCP

，
　 IPC は反当100

9 ，2009 ，400　g ，800　9 の い ず れ も 4 階 級 と しtこ。麦

類 は 1区120粒播 で 11月22日播種 ， えん
’
どうは 1 区48

粒播1ユ月23日播 種 ， だ い こ ん は 1 区100粒播 3月 2 日

播 種 ，ばれ い し よ は 1区 24個 3 月 1 日 下種 しf ，播種

に さい し て麦類 と，だい こ んは 2 寸 X2 寸，え ん どう

は 3 寸 X3 寸 の 播種板を使用，催芽し て播種 しアこ。ば

れい し よ は 1 個 は 可及 的 同
一

の 大い さに な る よう．（6

〜8 匁）％乃 至 耳に 切断 して 植付 け た。各作物 と も2

区制 と しアこ，薬剤の 処理 は夫 々 播種 の 翌 日反当 8斗の

水 に 溶 し，ス プ レ ーで 可及的均
一

に な る よ うに 撒布 し

N 工工
一Eleotronio 　Library 　Servioe

　 　 　 　 　 　


